
〈主な学習活動〉

第
一
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第
二
次

第
三
次

〈指導上の留意点〉

①�　スピーチのモデルを聞いて感想を
話し合い，⾃分が興味をもった歴史
上の⼈物についてスピーチを⾏うと
いう学習内容を知る。

②�　今回のスピーチの⽬的，相⼿，時間，
場を知り，学習計画を⽴て，⾃分が
スピーチに取り上げる歴史上の⼈物を
決める。

③�　⾃分が選んだ⼈物について，社会
の教科書や資料集などで調べたことを
基に⾃分の考えを明確にし，スピー
チの構成と内容を考える。

④�　⾃分の考えが伝わるように，③で
考えた構成と内容を基にスピーチメ
モを作成する。

⑤�　メモを基にスピーチの練習を⾏い，
友達と助⾔し合う。

⑥�　友達からの助⾔を基に，スピーチ
の構成や内容を⾒直し，必要に応じ
て練習を⾏う。

⑦�　歴史上の⼈物について⼼に残った
ことを発表し合い，学習を振り返る。

■�　スピーチのモデルから児童が気付いたスピー
チのよさを，「スピーチの⼼得」としてまとめ
る。

■�　スピーチを⾏うためには，「調べる」，「伝え
たいことを決める」，「発表原稿やメモを作る」，
「練習をする」などの活動が必要であることを
確認する。

■�　調べたことの中から，友達に伝えたいことを明
確にし，スピーチの構成や内容を考えることがで
きるようにする。

■�　児童の実態に応じて，発表原稿を作成してか
ら，それを基にスピーチメモを作成するなど，
指導を⼯夫する。
■�　スピーチの話の構成や内容，話し⽅など，⾃
分が助⾔をもらいたい観点を明確にしておくこ
とを確認する。

■�　これまで学習でまとめてきた「スピーチの⼼
得」を基に，⾃分の改善点に気付くことができ
るようにする。
■�　⾃分のスピーチを振り返り，次にスピーチを
⾏うときに⽣かしたいことを確認する。
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「スピーチの⼼得」

「興味のあることを調べて友達に伝えよう」
～⽬的や意図に応じて，話の構成を⼯夫し，場に応じた適切な⾔葉遣いで話す～
　⽬的や意図に応じて，話の構成や内容を⼯夫し，場に応じた適切な⾔葉遣いで⾃分の考えを話すことに課題が⾒ら
れました。そこで，本アイディア例では，この課題を解決するために，児童が興味・関⼼をもっている事柄について，
調べたことをスピーチ形式で友達に伝えることについての指導事例を紹介します。なお，本アイディア例は，第５学
年以上を対象としています。

歴史上の⼈物について⼼に残ったことを友達に伝えよう（全７時間）

　⼤事なところは，ゆっ
くり，はっきりと話して
います。

　具体例を挙げながら分
かりやすく伝えています。

　相⼿の反応を意識して，
話し⽅を⼯夫しています。

　スピーチを行う際，自分が伝えたいことを伝えるためにはどの「スピーチの⼼得」を使えばよいの
かを児童が判断することができるようにします。そのために，「スピーチの⼼得」をノートやカード
などにまとめ，児童が必要に応じて参考にすることができるようにしておくことが大切です。

第⼀次①／７ スピーチのモデルを基に，気付いたことを「スピーチの⼼得」にまとめる

国語

B1

Ⅲ
T Y P E

ポイント

　スピーチのモデルを⾒
て，気付いたことはありま
すか。

　いろいろなことに気付き
ましたね。では，気付いた
ことを基に，「スピーチの⼼
得」をまとめてみましょう。

授業アイディア例
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  本授業アイディア例     活用のポイント !
●�　本事例では，第６学年の社会科における歴史の学習との関連を図り，⾃分が興味・関⼼をもった歴史上の⼈物を取り上
げました。スピーチの話題として，⾃分の趣味やクラブ活動などを取り上げるなど，児童の実態や他教科等における学習を
踏まえ，児童が伝えたいと思うような内容を設定することが⼤切です。
●�　⾼学年における「C�読むこと」のウの指導事項と関連を図り，⾃分にとって必要な情報について，図書資料を⽤いて調
べる活動に重点を置いて指導することも考えられます。

参照▶「平成 29年度　報告書　小学校　国語」P.52 〜 P.63,　「平成 29年度　解説資料　小学校　国語」P.40 〜 P.48

　話し言葉には，発せられた途端に消えていくという特質や，聞き手の反応やその場の状況などの影響を
強く受けながら理解されたり表現されたりするという特質があります。自分のスピーチの改善点を検討
するために，話す様子を動画で撮影するなどして，児童が自分自身の話す様子を振り返ることができる
ようにすることが大切です。

第⼆次④／７ 自分が選んだ⼈物について，⼼に残ったことが伝わるように，スピーチメモを作成する

第⼆次⑤／７ スピーチの練習を行い，友達と助言し合う

第三次⑦／７ 発表会を行い，学習を振り返る

　⽞⽩のねばり強くじっ
くり考えるところがすご
いと思ったから，そこを
伝えたいんだけど…。

　動画を⾒ると，⾃分で
思っているよりも早⼝で
話していたと分かるね。

　⼀番伝えたいと
ころを，ゆっくり話
したらどうかな。私
もそれを意識してス
ピーチしてみよう。

　杉⽥⽞⽩のねばり強さや
じっくり考えるところがすご
いと思ったから，そこを⼀番
伝えたいな。

　相⼿の反応を⾒て話すことを
もっと意識したいな。

　他に気を付けたい
ことはあるかな。

B1　スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介）

B 1三　正答率 48.6 % 　折り紙のみりょくについて，スピーチメモと
グループの話合いで出された意⾒を基に書く

課題の見られた問題の概要と結果

〔第５学年及び第６学年〕�A　�イ
〔第５学年及び第６学年〕�Ｂ　ウ

学習指導要領における領域・内容

ポイント

　目的や意図に応じて，
話の構成を工夫し，話の
要点を短い言葉で順序立て
て記述するように指導をす
ることが大切です。
　スピーチメモを作成し，そのメモを
活用して話すことで，話の構成を意識
しながら相手の反応を見て話すこと
ができるというよさを実感できるよ
うに指導することが大切です。
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︿
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︿
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チ
の
例
﹀
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⽞
⽩
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介
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⽞
⽩
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・
・
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⽇
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⼤
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・
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スピーチメモを⾒ながら話す練習をする 練習の様⼦を互いに⾒合いながら助⾔をする

　友達からの助⾔を基に具体
例を⼀つ増やして話したら，
分かりやすいねって感想をも
らえて，うれしかったな。

　動画を⾒てみたら，早⼝になっ
ていることに気が付いたよ。⼀
番伝えたいことをゆっくり話す
ように意識したら，聞きやすかっ
たって⾔ってもらえたよ。

　発表原稿があると，どうしても読んでし
まうけれど，スピーチメモを作って，それ
を⾒て考えながら話すようにしたら，聞き
⼿の反応を意識して話すことができたよ。
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⽩
に
つ
い
て
の
説
明

　
・
　
江
⼾
時
代
の
医
者
で
あ
る
︒

　
・
　
オ
ラ
ン
ダ
語
の
医
学
書
を
訳
し
た
︒

２　
⼼
に
残
っ
た
こ
と

　
・�

　
辞
書
が
な
い
時
代
に
、
⽇
本
語
に

訳
す
こ
と
は
⼤
変
だ
っ
た
︒

　
・�

　
オ
ラ
ン
ダ
語
の
⼀
⾏
を
訳
す
の
に

⼀
⽇
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

３　
学
ん
だ
こ
と

　
・�

　
難
し
く
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
、
ね

ば
り
強
く
、
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と

が
⼤
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︒
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　それなら，⽞⽩のねばり強さが分か
ることをもう⼀つ付け⾜したらどうか
な。そうしたら，もっと伝わると思うよ。
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